
　第203回（６月）定例会は、下記の日程で市長提
出議案８件、報告９件、同意２件、意見書案７件、
決議案８件が審議されました。そのほか請願２
件、陳情28件、所管事務調査２件が審査されまし
た。審議の結果につきましては、議案処理結果一
覧をご覧ください。

〒905-8540
名護市港一丁目1番1号
TEL.0980-53-1212
（内線301）

本会議の経過 傍聴について
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令和３年６月10日　第203回（6月）定例会（タブレット導入による議会運営）

Nago City Assembly NewsletterNago City Assembly Newsletter

　市議会の本会議は一般に公開されております。議会でどのような会議を行い、市政
運営がどのように進められているのか、実際に見ることできます。第203回（６月）定例
会においては、40人の傍聴者がいらっしゃいました。ありがとうございました。第204回
（９月）回定例会は令和３年９月２日開会予定となっております。日程は決定次第、ホ
ームページに掲載しお知らせいたします。
　なお、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、傍聴については、当分の間で
きる限りご遠慮くださいますようお願いします。議会ロビーにあるTV中継またはイン
ターネット中継をご活用ください。
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TELNa o t Ne tterNagoNago CCiitttyy AAsssseemmblybly NeNewswsleletttteeerrr

第203回 （６月）定例会開会
議案上程及び説明、陳情案件上程及び
委員会付託
議案研究
議案質疑
一般質問　計23人
追加議案上程及び審議(質疑)
付託事件の審査（委員会）
委員会報告及び処理、議案審議（討論
・採決）、意見書案及び決議案の処理
第298回（８月）臨時会

軍事基地等対策特別委員会
総務財政常任委員会
軍事基地等対策特別委員会
議会運営委員会
普天間飛行場代替施設への陸上自衛隊水陸機動団配備問
題対策特別委員会（略称：陸特委）
広報広聴委員会
名護市が処分した旧消防庁舎等跡地の売買等の調査に関
する特別委員会（略称：100条委員会）
議会運営委員会
100条委員会
100条委員会
議会運営委員会
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アドレス

に対する から

会議録検索

　なお、一般質問の詳細につきましては、名護市議会発行の会議録を議会事務局、名護
中央図書館に備えてありますのでご参照ください。また、名護市議会ホームページにお
いて会議録検索システムもご利用になれますのでご活用ください。

　なお、一般質問の詳細につきましては、名護市議会発行の会議録を議会事務局、名護
中央図書館に備えてありますのでご参照ください。また、名護市議会ホームページにお
いて会議録検索システムもご利用になれますのでご活用ください。

http://www.city.nago.okinawa.jp/soshiki/gikai

　第203回（６月）定例会における一般質問は、令和３年６月15日から24日までの７日間（土日、祝日を除く）
で23人の議員から市政全般にわたる諸問題について質問が行われました。紙面の都合により各議員が指定し
た事項とそれに対する答弁を要約して掲載しております。

　第203回（６月）定例会における一般質問は、令和３年６月15日から24日までの７日間（土日、祝日を除く）
で23人の議員から市政全般にわたる諸問題について質問が行われました。紙面の都合により各議員が指定し
た事項とそれに対する答弁を要約して掲載しております。

　
　

   

名
護
市
農
畜
水
産
物

生
産
流
通
等
改
善
調
査
事

業
と
冷
凍
・
冷
蔵
施
設
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

名
護
市
農
畜
水
産
物
生
産
流
通
等
改
善
調
査
事
業
は
、名
護
市

及
び
本
島
北
部
地
域
の
農
畜
水
産
物
の
生
産
と
流
通
の
安
定
化

を
図
る
た
め
、農
畜
水
産
物
の
全
体
像
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

生
産
・
流
通
・
消
費
の
各
段
階
の
現
状
と
課
題
、冷
凍
・
冷
蔵

施
設
が
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
調
査
し
、本
年
３
月
に
完
了
し

て
い
ま
す
。
冷
凍
・
冷
蔵
施
設
は
、北
部
地
域
全
体
の
農
畜
水

産
業
の
振
興
を
図
る
も
の
で
あ
る
た
め
、関
係
自
治
体
と
の
調

整
の
ほ
か
、場
所
の
選
定
や
事
業
費
の
確
保
、既
存
施
設
と
の
連

携
な
ど
の
課
題
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
整
備
に
つ
い
て
は
、北
部

市
町
村
を
は
じ
め
、関
係
機
関
と
連
携
、調
整
を
図
り
な
が
ら
継

続
し
て
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

事
業
費
の
確
保
や
ど
の
程
度
の
規
模
を
計
画
し
て
い
ま
す
か
。

建
設
の
め
ど
が
立
っ
て
か
ら
４
年
程
度
か
か
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

事
業
費
は
、補
助
事
業
の
メ
ニ
ュ
ー
も
探
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
ま
す
。
施
設
規
模
は
、約
3
，3
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
と
想
定

し
て
お
り
、本
部
町
に
あ
る
既
存
施
設
と
同
等
規
模
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

Q

A
玉
城 

勝　

農
林
水
産
部
長

A
宮
城 

さ
ゆ
り  

議
員

Q
宮
城 

さ
ゆ
り  
議
員

Q
玉
城 

勝　

農
林
水
産
部
長

A
玉
城 

勝　

農
林
水
産
部
長

その他の
主な質問

農業・畜産業振興について

☎090-9786-7321
宮城 さゆり 議員

◇ 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
円
滑
接
種
に

　

 

向
け
て

◇ 

渡
具
知
武
豊
市
長
の
２
期
目
へ
の

　

 

決
意
に
つ
い
て

Q

A

その他の
主な質問

　
　

   

沖
縄
振
興
特
別
措
置

法
の
延
長
に
つ
い
て
、市
長

の
認
識
と
取
組
状
況
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

令
和
４
年
３
月
末
に
期
限
を
迎
え
ま
す
沖
縄
振
興
特
別
措

置
法
は
、沖
縄
に
お
け
る
特
殊
事
情
に
鑑
み
、国
が
特
別
の

措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、沖
縄
の
総
合
的
か
つ
計
画
的

な
振
興
を
図
り
、も
っ
て
沖
縄
の
自
立
的
発
展
に
資
す
る
と

と
も
に
、豊
か
な
住
民
生
活
の
実
現
を
図
る
た
め
に
制
定
さ

れ
た
も
の
と
理
解
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
同
法
に
基
づ

き
、沖
縄
振
興
一
括
交
付
金
制
度
や
、本
市
も
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
経
済
金
融
活
性
化
特
別
地
区
な
ど
の
財
政
、そ
し
て
税

制
上
の
特
別
措
置
、沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
に
よ
る
政
策

金
融
支
援
等
が
講
じ
ら
れ
て
お
り
、昨
年
度
ま
で
に
計
1
3

兆
1
，0
0
0
億
円
の
国
費
が
投
じ
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。
令
和
４
年
度
以
降
の
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
に
つ
い
て

は
、新
聞
報
道
で
は
単
純
な
延
長
は
あ
り
得
な
い
な
ど
の
厳

し
い
内
容
が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、私
と
し
て
は
、沖
縄

に
お
け
る
特
殊
な
諸
事
情
は
い
ま
だ
解
消
さ
れ
て
い
な
い
部

分
も
あ
り
、令
和
４
年
度
以
降
も
本
法
律
に
基
づ
く
沖
縄
振

興
は
必
要
不
可
欠
と
考
え
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
５
月
末

の
沖
縄
振
興
調
査
会
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し
、沖
縄
振
興

特
別
措
置
法
の
継
続
の
必
要
性
に
加
え
、次
期
北
部
振
興
事

業
の
継
続
の
要
請
並
び
に
沖
縄
振
興
一
括
交
付
金
制
度
に
関

す
る
提
言
等
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
、あ
ら
ゆ
る

機
会
を
通
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、沖
縄
振
興
特

別
措
置
法
の
継
続
の
必
要
性
や
、様
々
な
提
言
等
を
積
極
的

に
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

渡
具
知 

武
豊  

市
長

沖振法延長について

◇ 

保
育
士
の
処
遇
改
善
の
取
組
状
況

　

 

に
つ
い
て

◇ 

名
護
市
55
区
へ
の
補
助
金
拡
充

　

 

に
つ
い
て

☎54-3463
比嘉 忍 議員
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その他の
主な質問

Q

A

　
　

   （
１
）名
護
漁
港
周
辺

エ
リ
ア
に
、今
後
の
北
部
観

光
の
玄
関
口
と
し
て
、鉄
軌

道
の
名
護
駅
の
計
画
も
あ

る
の
か
。（
２
）マ
リ
ン
レ
ジ

ャ
ー
の
た
め
の
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
等
の
計
画
は
あ
る
の

か
。（
３
）現
在
整
備
中
の
サ
ッ
カ
ー
・
ラ
グ
ビ
ー
場
以
外

に
、も
う
２
面
整
備
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。
以
上

を
伺
い
ま
す
。

（
１
）名
護
湾
沿
岸
基
本
計
画
の
今
後
1
0
年
以
内
の
中

期
の
取
組
と
し
て
、名
護
漁
港
周
辺
エ
リ
ア
が
、や
ん
ば

る
の
生
活
・
観
光
拠
点
と
な
る
よ
う
、交
通
結
節
機
能
の

充
実
と
し
て
、那
覇
と
名
護
を
結
ぶ
鉄
軌
道
の
誘
致
と

そ
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
等
の
着
手
を
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、関
係
す
る
国
、県
と
調
整
を
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。（
２
）令
和
元
年
度
に
名
護

漁
業
協
同
組
合
よ
り
、マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
に
関
連
す
る
整

備
と
し
て
、名
護
湾
の
南
に
位
置
す
る
許
田
漁
港
に
お
け

る
マ
リ
ー
ナ
整
備
の
陳
情
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、同
年
度

策
定
の「
名
護
湾
沿
岸
基
本
構
想
」に
反
映
し
て
い
ま
す

の
で
、引
き
続
き
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
３
）令
和
元
年
度
か
ら
サ
ッ
カ
ー
・
ラ
グ
ビ
ー
場
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
２
面
整
備
に
着
手
し
て
お
り
、今
年
度
１
面
の

整
備
が
完
了
す
る
予
定
で
す
が
、21
世
紀
の
森
公
園
の
限

ら
れ
た
エ
リ
ア
の
中
に
お
い
て
、新
た
に
も
う
２
面
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
等
を
整
備
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

棚
橋 

邦
晃  

企
画
部
長

名護湾沿岸基本計画について

◇
防
災
対
策
に
つ
い
て

◇ 

地
域
か
ら
の
要
望
に
つ
い
て

☎090-3794-7810
金城 隆 議員

Q

A

その他の
主な質問

　
　

   

県
内
47
病
院
の
７
割

が
薬
剤
師
不
足
に
至
っ
て
い

ま
す
。
名
桜
大
学
は
設
立

30
周
年
前
で
熟
年
期
に
入

る
が
、大
学
が
地
域
に
あ
る

こ
と
の
意
義
は
大
き
く
、こ
れ
ま
で
や
ん
ば
る
の
発
展
に

寄
与
し
て
き
た
。
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
即
応
し
た
学
部
の
設

置
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

2
0
1
9
年
７
月
に
、名
桜
大
学
に
沖
縄
県
薬
剤
師
協

会
、県
保
健
医
療
部
長
か
ら
設
置
に
つ
い
て
の
検
討
依
頼

が
あ
っ
た
と
名
桜
大
学
か
ら
伺
っ
て
お
り
、現
段
階
で
は

内
部
で
の
検
討
を
重
ね
て
い
る
状
況
と
の
こ
と
で
す
。

県
内
国
公
立
大
へ
の
薬
学
部
の
新
設
は
、予
算
に
つ
い
て

土
地
・
建
物
・
設
備
費
な
ど
の
初
期
費
用
が
約

1
2
8
・
5
億
円
と
試
算
さ
れ
、ま
た
薬
学
部
は
６
年

制
の
た
め
６
学
年
が
そ
ろ
う
ま
で
の
間
、人
件
費
な
ど
の

維
持
費
用
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
ず
歳
入
不
足
と
な
る

可
能
性
が
あ
り
、不
足
を
補
う
仕
組
み
の
検
討
も
必
要
と

い
う
指
摘
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
段
階
で
は
、本
市
と
名

桜
大
学
に
お
い
て
薬
学
部
の
設
置
に
つ
い
て
の
議
論
は

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、名
桜
大
学
に
お
け
る
学
内
の
検
討

状
況
、地
域
の
ニ
ー
ズ
、薬
剤
師
会
の
状
況
な
ど
を
踏
ま

え
、設
置
者
で
あ
る
北
部
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
で

議
論
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

棚
橋 

邦
晃  

企
画
部
長

公立名桜大学への「薬学部」の設置について

◇ 

名
護
博
物
館
の
周
辺
に
お
け
る
カ
ラ
ス

　

 

に
よ
る
威
嚇
被
害
状
況
と
市
の
対
応
に

　

 

つ
い
て

◇ 

東
江
海
岸
高
潮
対
策
事
業
か
ら
10
年
を

 　

踏
ま
え
高
潮
対
策
の
検
証
と
波
に
よ
る

　

 

砂
浜
の
浸
食
、再
生
の
対
応
を
急
ぐ

☎090-2398-9212
岸本 直也 議員

Q

A

その他の
主な質問

　
　

   （
１
）昨
年
は
、学
校

行
事
や
部
活
動
に
よ
る
大

会
等
が
中
止
に
な
り
ま
し

た
。
今
年
度
は
、感
染
拡
大

防
止
を
し
っ
か
り
と
行
い
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
学
び
・
鍛
え
・
成
長

に
大
切
な
の
が
学
校
行
事
で
あ
り
、発
表
の
場
で
も
あ
り

ま
す
。
今
後
の
名
護
市
の
学
校
行
事
へ
の
取
組
に
つ
い
て

見
解
を
伺
い
ま
す
。（
２
）陽
性
者
と
な
っ
た
児
童
生
徒
へ

の
偏
見
や
差
別
等
い
じ
め
へ
つ
な
が
る
よ
う
な
こ
と
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
取
組
等
、対
処

方
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

（
１
）昨
年
度
は
、地
域
の
感
染
状
況
等
を
踏
ま
え
、中
止

や
規
模
縮
小
な
ど
学
校
行
事
を
精
選
し
な
が
ら
実
施
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
年
度
に
つ
い
て
も
、学
習
内
容

や
活
動
内
容
を
工
夫
し
な
が
ら
、可
能
な
限
り
授
業
や

部
活
動
、各
種
行
事
等
の
教
育
活
動
を
継
続
し
、子
ど
も

の
健
や
か
な
学
び
を
保
障
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考

え
て
お
り
、各
学
校
に
お
い
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に

合
わ
せ
た
柔
軟
な
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
２
）学
校

で
陽
性
者
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、保
護
者
等
へ
周
知
を

図
る
と
と
も
に
、当
該
児
童
生
徒
へ
の
差
別
・
偏
見
・
い

じ
め
・
誹
謗
中
傷
な
ど
が
生
じ
な
い
よ
う
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、子
ど
も
た
ち
へ
も
、様
々
な
機
会
を
通

し
て
指
導
を
行
う
な
ど
、各
学
校
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
仮
に
、陽
性
者
に
対
し
て
そ
れ
を
中
傷
す
る
よ
う
な

言
動
等
が
見
ら
れ
た
場
合
は
、個
別
に
指
導
を
実
施
す
る

な
ど
、早
期
の
発
見
・
解
決
に
つ
な
げ
ま
す
。

岸
本 

尚
志  

教
育
次
長

コロナ禍での児童生徒の心のケアについて

◇ 

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
に
つ
い
て

◇ 

公
園
遊
具
に
つ
い
て

☎090-9585-5258
仲尾 ちあき 議員

ひ　

ぼ
う

3



Q

A

その他の
主な質問

　
　

   

基
本
計
画
の
事
業
化

に
向
け
、「
従
来
型
の
整
備

手
法
に
加
え
て
、官
民
連
携

手
法
も
積
極
的
に
取
り
入

れ
ま
す
。」と
あ
り
、21
世
紀

の
森
公
園
周
辺
エ
リ
ア
を「
公
募
設
置
管
理
制
度（
Ｐ
ａ
ｒ

ｋ

－

Ｐ
Ｆ
Ｉ
）」に
よ
る
事
業
手
法
と
し
た
い
こ
と
が
う
た

わ
れ
て
い
ま
す
。（
１
）公
募
の
時
期
及
び
期
間
、事
業
者

選
定
に
至
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
伺
い
ま
す
。（
２
）本
市

の
要
項（
基
本
協
定
等
）に
ど
の
辺
り
ま
で
明
記
す
る
の
か

伺
い
ま
す
。

今
年
度
は
官
民
連
携
に
よ
る
ト
ラ
イ
ア
ル
サ
ウ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
行
い
、民
間
事
業
者
の
ア
イ
デ
ア
の
実
現
可
能

性
、公
募
対
象
公
園
施
設
の
範
囲
や
規
模
の
検
討
、事
業

者
公
募
に
向
け
た
公
募
指
針
案
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
は
、公
募
指
針
案
を
基
に
官
民
対
話
を
行
い

公
募
指
針
を
策
定
し
、そ
の
指
針
を
基
に
、事
業
者
公
募

を
行
う
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
時
点
で
は
、令
和
４

年
10
月
頃
か
ら
年
度
内
の
公
募
期
間
を
想
定
し
て
お
り
、

そ
の
後
、事
業
者
の
選
定
は
令
和
５
年
度
に
行
う
想
定
を

し
て
い
ま
す
。（
２
）具
体
的
な
項
目
は
今
後
の
検
討
と

な
り
ま
す
が
、想
定
さ
れ
る
項
目
と
し
て
は
、事
業
の
概

要
、事
業
日
程
、資
金
調
達
に
関
す
る
事
項
、公
募
対
象
公

園
施
設
の
設
計
・
整
備
に
関
す
る
事
項
、特
定
公
園
施
設

の
設
計
・
整
備
に
関
す
る
事
項
、公
募
対
象
公
園
施
設
の

管
理
運
営
に
関
す
る
事
項
、協
定
期
間
に
関
す
る
事
項
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

棚
橋 

邦
晃  

企
画
部
長

名護湾沿岸基本計画について

◇ 

国
立
自
然
史
博
物
館
の
誘
致
に
向
け
て

　

 

の
行
動
、経
緯
に
つ
い
て

◇ 

市
道
大
北
４
号
線
と
市
道
大
北
市
営
住

 　

宅
線
と
の
交
差
点
改
良
に
つ
い
て

☎090-1518-5640
比嘉 勝彦 議員

その他の
主な質問

Q

A

　
　

   

市
の
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
事
業
の
実
施
状
況
と
、そ

の
予
算
措
置
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

令
和
２
年
度
の
主
な
事
業
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。「
特

別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
」は
、市
民
に
対
し
１
人
当
た

り
10
万
円
を
支
給
し
ま
し
た
。「
地
域
経
済
活
性
化
応

援
事
業
」は
、市
内
店
舗
で
使
用
で
き
る
商
品
券
の
配
布

と
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。「
ひ

と
り
親
世
帯
の
臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事
業
」は
、給
付

金
を
支
給
し
ま
し
た
。「
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給

付
金
事
業
」は
、児
童
手
当
を
受
給
す
る
世
帯
に
対
し
児

童
１
人
当
た
り
１
万
円
を
支
給
し
ま
し
た
。「
名
護
市

事
業
者
緊
急
支
援
金
給
付
事
業
」は
、1
事
業
所
当
た
り

10
万
円
を
支
給
し
ま
し
た
。「
名
護
市
街
地
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
導
入
事
業
」は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
導
入

し
、今
後
の
市
街
地
公
共
交
通
の
在
り
方
の
検
証
を
行
い

ま
し
た
。「
交
通
弱
者
買
物
支
援
事
業
」は
、タ
ク
シ
ー
に

よ
る
買
物
移
動
へ
の
補
助
を
行
い
ま
し
た
。「
新
生
児
子

育
て
応
援
事
業
」は
、新
生
児
の
い
る
世
帯
に
対
し
、新
生

児
１
人
当
た
り
５
万
円
の
支
援
金
を
給
付
し
ま
し
た
。

「
保
育
所
等
感
染
防
止
対
策
事
業
」は
、感
染
防
止
対
策

と
し
て
購
入
す
る
マ
ス
ク
、消
毒
液
、備
品
の
購
入
等
に

対
し
て
補
助
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
の
財
源

は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
」な
ど
の
国
庫
補
助
金
や
県
支
出
金
、一
般
財

源
で
す
。 比

嘉 

一
文  

総
務
部
長

コロナ禍と名護市財政について

◇ 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て

◇ 

保
管
用
冷
凍
・
冷
蔵
施
設
の
設
置
に

　

 

つ
い
て

☎52-3944
比嘉 祐一 議員

Q

その他の
主な質問

A

　
　

   （
１
）今
後
、市
と
し

て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。（
２
）施
設

の
設
置
場
所
に
つ
い
て
検
討

は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

（
３
）平
成
24
年
に
本
部
町
物
流
セ
ン
タ
ー
、平
成
30
年
に

今
帰
仁
冷
凍
冷
蔵
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、北
部

の
中
核
都
市
で
あ
る
名
護
市
で
の
設
置
が
遅
れ
て
い
る
の

は
な
ぜ
か
。
以
上
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

本
年
３
月
に
完
了
し
た
名
護
市
農
畜
水
産
物
生
産
流
通

等
改
善
調
査
事
業
で
場
所
の
選
定
や
事
業
費
の
確
保
、既

存
施
設
と
の
連
携
等
、多
く
の
課
題
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
施
設
の
整
備
は
、北
部
市
町
村
を
は
じ
め
、関
係
機

関
と
連
携
、調
整
を
図
り
な
が
ら
継
続
し
て
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。（
２
）施
設
は
、一
定
程
度
の
平

た
ん
な
土
地
の
確
保
や
、入
出
荷
の
利
便
性
の
た
め
、港

湾
へ
の
ア
ク
セ
ス
や
流
通
運
搬
の
た
め
に
幹
線
道
路
へ
の

接
続
、既
存
施
設
と
の
連
携
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ

れ
ら
の
点
も
十
分
に
考
慮
し
た
上
で
、施
設
用
地
と
し
て

の
要
件
等
を
整
理
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。（
３
）本

部
町
、今
帰
仁
村
の
施
設
の
整
備
か
ら
間
も
な
い
と
い
う

状
況
も
あ
り
、既
存
施
設
の
稼
働
状
況
や
利
用
者
の
需
要

変
化
に
つ
い
て
注
視
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
、

既
存
施
設
の
運
用
状
況
の
調
査
、関
係
者
か
ら
の
聞
き
取

り
も
行
っ
て
お
り
、様
々
な
課
題
が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。
引
き
続
き
課
題
を
整
理
し
、整
備
に
向
け
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

玉
城 

勝  

農
林
水
産
部
長

大型冷凍・冷蔵施設の設置について

◇ 

タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ
の
駆
除
に
つ
い
て

◇ 

安
和
区
部
間
地
域
に
あ
る
県
産
業

 　

廃
棄
物
処
理
施
設
周
辺
道
路
の

　

 

管
理
に
つ
い
て ☎080-3717-9561

長山 正邦 議員
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Q

A

その他の
主な質問

　
　

   （
１
）車
椅
子
対
応
に

つ
い
て（
２
）昨
年
度
の
実

証
実
験
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
に
つ
い
て（
３
）今
後
の

対
応
に
つ
い
て
。
以
上
を

伺
い
ま
す
。

（
１
）車
椅
子
対
応
の
バ
ス
を
保
有
し
て
い
る
事
業
者
が

１
社
あ
る
も
の
の
、既
に
他
路
線
で
運
行
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、車
椅
子
対
応
で
は
な
い
小
型
バ
ス
で
の
運
行
と
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。（
２
）ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
、１
便

当
た
り
の
１
周
に
係
る
所
要
時
間
の
改
善
、「
中
央
図
書

館
」、「
サ
ン
エ
ー
」、「
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
」へ
の
停
車
の
要

望
、実
証
実
験
の
認
知
度
の
低
さ
が
明
ら
か
に
な
り
、今

回
１
便
当
た
り
の
所
要
時
間
や
停
車
地
を
精
査
し
、今

年
度
実
施
す
る
ル
ー
ト（
案
）に
反
映
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、周
知
方
法
も
、チ
ラ
シ
の
配
布
先
の
拡
大
や
Ｑ
Ａ
Ｂ

デ
ー
タ
放
送
の
活
用
、観
光
協
会
と
連
携
し
た
広
報
を
行

う
な
ど
、工
夫
を
凝
ら
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
３
）今
年
度
、名
護
市
地
域
公
共
交
通
計
画
の
策
定
に
取

り
組
み
な
が
ら
、市
街
地
及
び
周
辺
エ
リ
ア
を
対
象
と
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
実
証
実
験
、久
志
地
区
を
対
象

エ
リ
ア
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
デ
マ
ン
ド
交
通
の

実
証
実
験
を
実
施
し
ま
す
。
計
画
は
市
全
体
の
計
画
と

な
る
こ
と
か
ら
、名
護
市
地
域
公
共
交
通
協
議
会
で
現

状
の
把
握
、課
題
の
整
理
を
行
い
、交
通
事
業
者
等
と
も

意
見
を
交
わ
し
、路
線
バ
ス
の
再
編
を
促
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、公
共
交
通
空
白
地
域
に
お
け
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・
デ
マ
ン
ド
交
通
の
運
行
と
車
両
の

購
入
等
も
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

棚
橋 

邦
晃  
企
画
部
長

コミュニティバス関連対策について

◇ 

福
祉
行
政
に
つ
い
て

◇ 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
名
護
市
独
自
の
支
援

　

 

対
策
に
つ
い
て ☎090-1949-4967

島袋 力 議員

Q

その他の
主な質問

A

　
　

   

青
年
・
学
生
支
援
に

つ
い
て
、５
月
22
日
土
曜
日
、

民
主
団
体
主
催
の
食
料
支

援
活
動
に
80
名
を
超
え
る

青
年
学
生
が
来
て
い
た
そ

う
で
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
青
年
学
生
へ
の
支
援
が
ほ
か

の
世
代
と
比
べ
少
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

市
と
し
て
支
援
を
行
う
こ
と
を
検
討
さ
れ
て
い
る
か
伺
い

ま
す
。

名
桜
大
学
か
ら「
修
学
支
援
金
」の
給
付
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨

年
度
、在
学
生
１
人
当
た
り
５
万
円
、北
部
12
市
町
村
が
負
担
し

て
い
る
運
営
費
交
付
金
等
の
令
和
元
年
度
分
の
予
算
の
余
剰
金

を
給
付
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
状
況
を
見
な
が
ら
、名
桜
大
学
、北
部
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
に
お
い
て
検
討
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、本
市
は
必

要
な
相
談
に
応
じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

棚
橋 

邦
晃  

企
画
部
長

A本
市
に
お
い
て
防
災
用
で
備
蓄
し
て
い
る
食
料
品
の
入
替
え
を

毎
年
5
，0
0
0
食
余
り
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、賞
味
期
限
切

れ
前
に
余
剰
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
福
祉
部
や
名
護
市
社

会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て
も
寄
附
を
受
け
た
食
料
品
が
あ
る
と

伺
っ
て
い
ま
す
の
で
、こ
う
し
た
情
報
を
名
桜
大
学
に
お
伝
え
し

て
、調
整
を
始
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

棚
橋 
邦
晃  
企
画
部
長

Q学
生
に
お
金
が
な
い
と
き
に
何
か
ら
削
る
の
か
と
聞
く
と
、食

料
費
か
ら
削
る
そ
う
で
す
。
市
と
し
て
も
、ぜ
ひ
食
料
支
援
に

力
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、い
か
が
で
す
か
。

吉
居 

俊
平  

議
員

新型コロナウイルス関連対策について

◇ 

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

◇ 

災
害
対
策
に
つ
い
て

☎080-6495-4627
吉居 俊平 議員

その他の
主な質問

Q

A

　
　

   

本
県
に
お
い
て
、５

月
以
降
は
ハ
ブ
類
の
活
動

が
頻
繁
に
な
る
時
期
と
な

り
ま
す
が
、本
市
の
ハ
ブ
類

捕
獲
対
策
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
す
。

本
市
で
は
、５
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
の
間
、沖
縄
県
よ

り
発
令
さ
れ
る
令
和
３
年
度
ハ
ブ

症
注
意
報
を
広
く

市
民
に
周
知
す
る
た
め
、ハ
ブ
類（
タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ
、ハ
ブ
、

ヒ
メ
ハ
ブ
）に
関
す
る
記
事
を
市
民
の
ひ
ろ
ば
５
月
号
に

掲
載
し
ま
し
た
。
ま
た
、例
年
ど
お
り
捕
獲
器
に
よ
る
ハ

ブ
類
の
捕
獲
も
実
施
し
て
お
り
、現
在
、市
内
に
5
8
9

基
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
市
民
か
ら
の
要
望

に
対
応
で
き
る
よ
う
、７
月
ま
で
に
捕
獲
器
1
8
0
基
の

追
加
購
入
を
終
え
、８
月
か
ら
運
用
す
る
予
定
で
す
。
ハ

ブ
類
の
捕
獲
体
制
は
、４
名
の
人
員
で
各
捕
獲
器
を
２
週

間
に
一
度
の
ペ
ー
ス
で
見
回
り
、捕
獲
さ
れ
た
ハ
ブ
の
回

収
及
び
お
と
り
と
な
る
ネ
ズ
ミ
の
状
態
を
確
認
し
て
い

ま
す
。
ハ
ブ
類
の
捕
獲
数
は
、令
和
２
年
度
、名
護
地
域

で
4
6
0
匹
、羽
地
地
域
で
3
6
0
匹
、屋
我
地
地
域
で

10
匹
、久
志
地
域
で
７
匹
、屋
部
地
域
で
4
4
1
匹
で

す
。
市
全
体
で
は
、合
計
1
，2
7
8
匹
と
な
っ
て
い
ま

す
。
種
類
別
の
内
訳
は
、タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ
が
1
，2
6
6

匹
、ヒ
メ
ハ
ブ
が
３
匹
、ハ
ブ
が
９
匹
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
捕
獲
数
は
、５
月
末
時
点
で
、名
護
地
域
で
80

匹
、羽
地
地
域
で
75
匹
、久
志
地
域
で
２
匹
、屋
部
地
域

で
80
匹
で
す
。
市
全
体
で
は
、合
計
2
3
7
匹
と
な
っ
て

い
ま
す
。
屋
我
地
地
域
は
、捕
獲
は
あ
り
ま
せ
ん
。
種
類

別
の
内
訳
は
、全
て
タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

佐
久
川 

博
光  

環
境
水
道
部
長

ハブ類捕獲対策について

◇ 

大
南
区
か
ら
の
信
号
機
設
置
要
請
に

　

 

つ
い
て

◇ 

ア
カ
ギ
樹
木
の
葉
枯
れ
防
除
対
策
に

 　
つ
い
て

☎090-5472-1174
宮里 尚 議員
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Q

その他の
主な質問

A

　
　

   

現
在
、21
世
紀
の
森

公
園
事
業
は
、ハ
ス
ノ
ハ
ギ

リ
の
群
落
で
県
の
指
定
文

化
財
に
も
な
っ
て
い
る
前
の

宮
ま
で
の
公
園
計
画
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、そ
の
計
画
内
容
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

県
指
定
天
然
記
念
物「
宮
里
前
の
御
嶽
の
ハ
ス
ノ
ハ
ギ
リ

林
」は
、宮
里
区
の
御
嶽
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、市
街
地

の
町
な
か
に
潤
い
を
与
え
る
緑
地
と
し
て
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
お
り
、市
民
の
財
産
と
し
て
大
切
に
保
存
し

て
い
く
た
め
に
、21
世
紀
の
森
公
園
内
の
保
存
緑
地
と
位

置
付
け
、現
在
の
環
境
を
保
存
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
、現
在
整
備
中
の
西
ゾ
ー
ン
、東
ゾ
ー
ン
の
整
備
完
了

後
に
、宮
里
前
の
御
嶽
周
辺
の
整
備
に
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、ハ
ス
ノ
ハ
ギ
リ
林
の
維
持
管
理

に
つ
い
て
、宮
里
区
が
大
変
ご
苦
労
し
て
い
る
と
い
う
状

況
も
承
知
し
て
い
ま
す
の
で
、今
後
、区
と
天
然
記
念
物

を
管
理
し
て
い
る
沖
縄
県
と
相
談
し
、管
理
方
法
に
つ
い

て
も
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

當
山 

賢  
建
設
部
長

A現
状
は
、ハ
ス
ノ
ハ
ギ
リ
の
老
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
、

ほ
か
の
樹
木
や
植
物
が
増
え
て
見
通
し
や
風
通
し
が
悪

く
な
っ
て
い
る
状
況
は
承
知
し
て
い
ま
す
。
今
後
、区
と

県
文
化
財
課
、市
の
三
者
で
維
持
管
理
方
法
に
つ
い
て
、

現
地
に
て
打
合
せ
を
行
う
場
を
設
け
、そ
の
際
に
出
た
意

見
を
基
に
、適
切
な
維
持
管
理
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 當

山 

賢  

建
設
部
長

Q
「
市
街
地
の
町
な
か
に
潤
い
を
与
え
る
緑
地
と
し
て
、大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。」と
言
っ
て
い
ま
す
が
、現

場
の
現
状
を
把
握
し
て
い
ま
す
か
。

神
山 

正
樹  

議
員

21世紀の森公園について

◇ 

令
和
３
年
度
名
護
市
発
注
予
定
建
設

 　

工
事
に
つ
い
て ☎090-7440-2751

神山 正樹 議員

Q

その他の
主な質問

A

　
　

   

所
有
者
不
明
土
地
の

利
用
の
円
滑
化
等
に
関
す

る
特
別
措
置
法
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。（
１
）概
要
に
つ
い

て（
２
）市
の
事
例
に
つ
い
て

（
１
）令
和
元
年
６
月
１
日
よ
り
全
面
施
行
さ
れ
た
所
有

者
不
明
土
地
の
利
用
の
円
滑
化
等
に
関
す
る
特
別
措
置

法
は
、社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
伴
い
所
有
者
不
明
土
地

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、所
有
者
不
明
土
地
の
利

用
の
円
滑
化
及
び
土
地
の
所
有
者
の
効
果
的
な
探
索
を

図
る
た
め
の
各
種
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、国
土
の

適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
法
律
で
す
。「
１
．
所
有
者
不
明
土
地
を
円
滑
に
利

用
す
る
仕
組
み
」、「
２
．
所
有
者
の
探
索
を
合
理
化
す

る
仕
組
み
」、「
３
．
所
有
者
不
明
土
地
を
適
切
に
管
理
す

る
仕
組
み
」に
関
す
る
各
種
制
度
が
創
設
さ
れ
て
い
ま

す
。（
２
）公
共
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
る
区
域
内
に
お

い
て
、長
期
間
相
続
登
記
が
な
さ
れ
て
い
な
い
土
地
に
つ

い
て
、法
務
局
が
相
続
人
と
な
り
得
る
者
を
探
索
す
る

「
長
期
相
続
登
記
等
未
了
土
地
解
消
作
業
」の
制
度
を
活

用
し
た
事
例
が
あ
り
ま
す
。
名
護
市
か
ら
法
務
局
へ
調

査
要
望
し
た
公
共
事
業
を
予
定
す
る
11
の
字
区
に
つ
い

て
、平
成
30
年
度
よ
り
、法
務
局
に
よ
る
相
続
人
探
索
の

調
査
が
実
施
さ
れ
、事
業
対
象
地
4
3
9
筆
の
う
ち
７

筆
の
土
地
に
つ
い
て
相
続
人
が
判
明
し
、長
期
相
続
登
記

未
了
で
あ
る
旨
の
記
録
が
登
記
簿
に
付
記
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
７
筆
に
つ
い
て
は
、法
務
局
の
情
報
も
活
用
で

き
る
こ
と
か
ら
、用
地
取
得
の
業
務
が
一
部
円
滑
に
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

當
山 

賢  

建
設
部
長

所有者不明土地法の施行について

◇ 

名
護
市
空
家
等
対
策
計
画
に
つ
い
て

◇ 

か
ん
が
い
排
水
事
業
に
つ
い
て

☎090-1948-7569
小濱 守男 議員

Q

その他の
主な質問

A

　
　

   

県
内
公
立
中
学
校
に
お

い
て
、性
別
に
関
係
な
く
制
服

を
選
べ
る「
制
服
選
択
制
」を

2
0
1
9
年
度
に
９
校
、

2
0
2
0
年
度
に
は
30
校
と
、

１
年
で
３
倍
を
超
え
た
理
由

は
、ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
生
徒
へ
の
配
慮
と
ス
カ
ー
ト
は
夏
に

ク
ー
ラ
ー
の
冷
え
、冬
は
足
元
の
冷
え
、そ
し
て
何
よ
り
も
動
き
に

く
さ
に
悩
ん
で
い
た
女
子
生
徒
も
ズ
ボ
ン
着
用
選
択
が
で
き
る
制

度
だ
か
ら
で
す
。
本
市
に
お
い
て
も
取
り
入
れ
る
考
え
は
な
い
か

伺
い
ま
す
。

名
護
市
立
中
学
校
に
お
い
て
、現
在
、屋
部
中
学
校
、名
護
中
学

校
、緑
風
学
園
の
３
校
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
残
り
５
校
は
、

制
度
と
し
て
実
施
は
な
い
も
の
の
、相
談
が
あ
れ
ば
柔
軟
に
対

応
を
行
う
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
制
度
の
実
施
は
、教
育
委
員
会
が

主
導
す
る
の
で
は
な
く
、学
校
と
保
護
者
・
生
徒
が
協
議
を
重

ね
な
が
ら
、ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
等
へ
の
理
解
を
深
め
た
上
で

実
施
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
お
り
、全
校
実
施
に
向

け
て
、各
学
校
と
調
整
を
進
め
ま
す
。

岸
本 

尚
志  

教
育
次
長

A５
年
で
す
。
岸
本 

尚
志  

教
育
次
長

A先
に
や
っ
た
３
校
の
い
い
と
こ
ろ
、課
題
と
か
を
各
学
校
に
共
有

し
、導
入
に
向
け
て
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

岸
本 

尚
志  

教
育
次
長

Q名
護
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
が
施
行
さ
れ
て
も
う
何
年
で

す
か
。

翁
長 

久
美
子  

議
員

Qこん
な
に
も
経
過
し
て
い
て
、も
う
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
み

ん
な
理
解
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
教
育
委
員
会
か
ら
協
力
要

請
を
し
て
く
れ
な
い
で
す
か
。

翁
長 

久
美
子  

議
員

制服選択制について

◇ 

生
理
の
貧
困
に
つ
い
て

◇ 

第
２
回
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
実
証
実

 　

験
に
つ
い
て

☎080-6494-9787
翁長 久美子 議員
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その他の
主な質問

Q

A

　
　

   

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。（
１
）進
捗
状
況
に
つ
い

て（
２
）64
歳
以
下
の
予
約

方
法
に
つ
い
て（
３
）個
別
接

種（
高
齢
者
福
祉
施
設
等
）へ
の
準
備
状
況
に
つ
い
て

（
１
）５
月
12
日
か
ら
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル
で
の
集
団
接

種
を
開
始
し
、６
月
10
日
ま
で
に
4
，4
2
6
人
の
方
が

接
種
を
し
て
い
ま
す
。
沖
縄
県
立
北
部
病
院
で
は
週
２

回
、北
部
地
区
医
師
会
病
院
で
も
毎
日
実
施
し
て
お
り
、

３
つ
の
接
種
会
場
を
合
わ
せ
る
と
７
月
末
ま
で
に
２
回

目
接
種
完
了
を
す
る
見
込
人
数
は
１
万
2
，0
0
4
人

と
な
り
、名
護
市
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
77
％
に
当
た

り
ま
す
。
ま
た
、高
齢
者
接
種
の
め
ど
が
立
っ
た
６
月
上

旬
か
ら
、高
齢
者
施
設
等
の
従
事
者
の
接
種
を
開
始
し
、

接
種
場
所
は
北
部
地
区
医
師
会
病
院
と
な
っ
て
お
り
、６

月
10
日
か
ら
こ
れ
ま
で
に
1
5
0
人
の
方
が
接
種
を
済

ま
せ
て
い
ま
す
。
介
護
従
事
者
の
接
種
は
、７
月
９
日
ま

で
一
日
30
人
の
方
が
北
部
地
区
医
師
会
病
院
で
接
種
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
２
）接
種
券
発
送
を
５
歳

刻
み
に
し
、電
話
予
約
を
受
け
る
人
数
を
増
や
す
な
ど
し

て
改
善
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。（
３
）６
月
14

日
よ
り
施
設
で
の
接
種
が
始
ま
っ
て
お
り
、６
月
17
日
か

ら
北
部
地
区
医
師
会
病
院
や
県
立
北
部
病
院
、そ
の
他
の

医
療
機
関
に
よ
る
巡
回
接
種
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

接
種
に
必
要
な
予
診
票
・
接
種
券
の
確
保
や
本
人
ま
た

は
家
族
の
同
意
の
確
認
、接
種
希
望
者
の
人
数
確
認
等
を

市
で
行
う
な
ど
、接
種
実
施
医
療
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

仲
本 

太  

市
民
部
長

医療・福祉行政について

◇ 

教
育
行
政
に
つ
い
て

◇ 

辺
野
古
新
基
地
建
設
に
つ
い
て

☎58-1539
石嶺 康政 議員

A

　
　

   （
１
）「
奨
学
金
返
還

支
援
制
度
」を
導
入
し
て
い

る
地
方
自
治
体
に
つ
い
て

（
２
）本
市
で
の「
奨
学
金
返

還
支
援
制
度
」の
導
入
に
つ

い
て（
３
）市
内
企
業
へ
の「
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
」の
導

入
推
進
と
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
。
以
上
を
伺
い
ま
す
。

（
１
）「
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
」は
、地
域
社
会
の
担
い
手
の

減
少
や
そ
れ
に
伴
う
地
域
経
済
の
縮
小
と
い
う
問
題
へ
の

対
策
と
し
て
、地
域
社
会
の
担
い
手
と
な
る
若
者
の
地
方
定

住
を
促
し
、人
口
流
出
を
抑
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
導

入
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
時
点
で
、都
道
府
県
で
32

府
県
、市
町
村
で
は
4
2
3
市
町
村
が
導
入
し
て
い
ま
す
。

（
２
）名
護
市
育
英
会
に
お
い
て
は
、貸
与
型
奨
学
金
事
業
、

入
学
準
備
金
事
業
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防

止
等
の
対
策
に
伴
う
一
時
支
援
金
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、い
ず
れ
も
貸
与
型
と
な
っ
て
お
り
、そ
の
返
還
を
支

援
す
る
た
め
の「
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
」は
、今
後
、県
内

外
の
市
町
村
か
ら
情
報
収
集
を
し
、導
入
の
可
能
性
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。（
３
）企
業
が
使
用
人

に
対
し
て
実
施
す
る
貸
与
奨
学
金
の
返
還
額
の
一
部
ま
た

は
全
額
を
支
援
す
る
こ
と
で
、奨
学
金
返
還
の
負
担
に
苦
し

ん
で
い
る
若
者
の
経
済
的
負
担
や
心
理
的
負
担
の
軽
減
が

図
ら
れ
、優
秀
な
人
材
の
確
保
や
仕
事
に
対
す
る
意
欲
の
増

進
に
つ
な
が
り
、給
与
と
し
て
の
法
人
税
の
損
金
算
入
が
で

き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

岸
本 

尚
志  

教
育
次
長

Qぜ
ひ
強
力
に
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

金
城 

善
英  

議
員

奨学金返還の「肩代わり」をする「奨学金返還支援制度」の導入について

◇ 

大
型
冷
凍
・
冷
蔵
施
設
の
早
期
設
置
に

　

 

向
け
て

◇ 

す
べ
て
の
女
性
が
安
心
で
き
る
社
会
へ

☎54-1259
金城 善英 議員

その他の
主な質問

A

Q
　
　

   

辺
野
古
新
基
地
工
事

に
つ
い
て
渡
具
知
市
長
は
自

身
の
見
解
を
述
べ
て
い
ま
せ

ん
。
住
民
生
活
の
安
全
や

市
民
の
財
産
、自
然
環
境
を

守
る
こ
と
に
つ
い
て
も
意
見
す
る
こ
と
の
な
い
状
況
は
、

市
長
と
し
て
の
責
務
を
放
棄
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
が
、市
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

普
天
間
飛
行
場
代
替
施
設
建
設
事
業
は
、知
事
の
承
認

を
得
て
進
め
ら
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、一
方

で
、国
と
県
と
の
間
で
見
解
の
相
違
が
あ
り
、訴
訟
に

至
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
ど
ち
ら
の
主
張
が
法
的
に
認

め
ら
れ
る
か
分
か
ら
な
い
状
況
に
お
い
て
は
、慎
重
に
推

移
を
見
守
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

渡
具
知 

武
豊  

市
長

A移
設
問
題
に
対
す
る
市
長
の
立
場
に
つ
い
て
、普
天
間
飛

行
場
代
替
施
設
建
設
事
業
は
、公
有
水
面
埋
立
法
に
基
づ

い
て
、国
土
利
用
上
の
観
点
や
環
境
へ
の
配
慮
な
ど
、

様
々
な
項
目
を
審
査
し
た
上
で
、知
事
に
お
い
て
承
認
さ

れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、国
と
県
と
の

間
で
訴
訟
に
至
っ
て
い
る
状
況
か
ら
、慎
重
に
推
移
を
見

守
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

渡
具
知 

武
豊  

市
長

Q係
争
中
の
裁
判
の
行
方
を
見
守
っ
て
い
く
と
い
う
だ
け

で
、市
民
の
生
命
、財
産
が
守
れ
る
の
か
、私
は
そ
れ
で
は

し
っ
か
り
と
責
任
を
果
た
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
と

思
い
ま
す
。
辺
野
古
新
基
地
に
つ
い
て
は
っ
き
り
と
発
言

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、い
か
が
で
す
か
。

岸
本 

洋
平  

議
員

辺野古新基地問題について

◇ 

動
物
愛
護
と
防
犯
の
取
組
に
つ
い
て

◇ 

名
護
湾
沿
岸
基
本
計
画（
名
護
市
役
所

　

 

本
庁
舎
）に
つ
い
て

☎090-3796-2401
岸本 洋平 議員
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Q

その他の
主な質問

A

　
　

   （
１
）名
護
市
に
お
け

る
区
へ
の
加
入
率
に
つ
い
て

（
２
）羽
地
地
域
に
お
け
る

区
へ
の
加
入
率
に
つ
い
て
。

以
上
を
伺
い
ま
す
。

（
１
）令
和
２
年
６
月
末
で
55
区
、名
護
市
全
体
の
区
の
加

入
率
は
、総
世
帯
数
３
万
4
9
1
世
帯
の
う
ち
加
入
世

帯
１
万
4
5
8
世
帯
と
な
っ
て
お
り
、3
4
・
3
％
の
加

入
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
２
）羽
地
地
区
は
15
区
、総
世

帯
数
4
，1
2
4
世
帯
の
う
ち
加
入
世
帯
が
2
，4
3
5

世
帯
で
59
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
力
推
進
課
と
し

て
は
、区
民
の
皆
さ
ん
に「
市
民
の
ひ
ろ
ば
」を
活
用
し
、

各
区
長
を
紹
介
、区
の
連
絡
先
や
区
の
活
動
状
況
な
ど
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、加
入
を
促
進
す
る
た
め
の
周
知
活
動

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、本
庁
１
階
ロ
ビ
ー

に
て
各
区
の
広
報
紙
な
ど
で
様
々
な
取
組
を
紹
介
す
る

た
め
、パ
ネ
ル
展
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
現
在
も
名

護
市
中
央
公
民
館
に
お
い
て
展
示
し
、周
知
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
は
、市
民
の
ひ
ろ
ば
へ

「
つ
な
ぐ
・
つ
な
が
る
55
区
」と
題
し
、特
集
記
事
を
掲
載

し
、各
区
の
主
な
活
動
内
容
の
紹
介
、新
規
転
入
者
向
け

に
各
区
の
所
在
地
、連
絡
先
を
明
記
し
た
チ
ラ
シ
を
作
成

し
区
へ
の
加
入
を
促
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
区
へ

の
加
入
促
進
に
つ
い
て
、各
区
長
と
連
携
を
図
り
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
得 

薫  

地
域
経
済
部
長

行政区への加入について

◇ 

振
慶
名
区
か
ら
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

　

 

設
置
要
請
に
つ
い
て

◇ 

羽
地
大
川
の
し
ゅ
ん
せ
つ
と
草
木
の

　

 

除
去
に
つ
い
て ☎090-8836-2408

平 光男 議員

その他の
主な質問

Q

A

　
　

   

昨
年
12
月
に
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
た
議
員
立

法「
労
働
者
協
同
組
合
法

（
労
協
法
）」が
２
年
後
に
施

行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
法
律

が
成
立
し
た
意
義
を
地
方
自
治
体
と
し
て
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
ま
す
か
。

労
働
者
協
同
組
合
法
で
は
、各
人
が
生
活
と
の
調
和
を

保
ち
つ
つ
、そ
の
意
欲
及
び
能
力
に
応
じ
て
就
労
す
る
機

会
が
必
ず
し
も
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
な
い
社
会
の
現

状
等
を
踏
ま
え
、「
多
様
な
就
労
機
会
の
創
出
」、「
地
域
に

お
け
る
多
様
な
需
要
に
応
じ
た
事
業
」が
行
わ
れ
る
こ
と

を
促
進
し
、も
っ
て「
持
続
可
能
で
活
力
あ
る
地
域
社
会

を
実
現
」す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
法
人
設
立

に
は
組
合
員
が「
出
資
・
経
営
・
労
働
」の
基
本
原
理
の

３
つ
の
役
割
を
担
い
、組
合
員
が
自
ら
出
資
し
た
事
業
に

従
事
し
、事
業
運
営
に
意
見
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
で
や
り

が
い
や
生
活
と
の
調
和
を
保
ち
、年
齢
な
ど
を
問
わ
ず
意

欲
と
能
力
に
応
じ
た
多
様
な
働
き
方
が
で
き
る
こ
と
か

ら
、新
た
な
就
労
機
会
の
創
出
に
つ
な
が
り
、少
子
高
齢

化
や
過
疎
化
な
ど
に
よ
る
地
域
に
お
け
る
多
様
な
需
要

に
応
じ
た
事
業
の
取
組
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
所
管
庁
の
許
可
や
認
証
は
な
く
簡
単
な
手
続

で
設
立
で
き
る
こ
と
か
ら
、市
と
し
て
も
、地
域
に
貢
献

で
き
る
事
業
に
自
ら
従
事
す
る
こ
と
で
、地
域
課
題
を
解

決
す
る
た
め
の
新
た
な
法
人
の
形
態
に
よ
る
新
し
い
働

き
方
の
一
つ
で
あ
り
、広
く
活
用
さ
れ
て
い
く
と
考
え
て

い
ま
す
。 平

得 

薫  

地
域
経
済
部
長

持続可能地域社会の構築に向けて

◇ 

基
地
問
題
に
つ
い
て

◇ 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済
支
援
事
業

　

 

に
つ
い
て

☎090-9786-9471
東恩納 琢磨 議員

その他の
主な質問

Q

A

　
　

   

今
年
４
月
に
開
催
さ
れ

た
日
米
首
脳
共
同
声
明
に
お
け

る
普
天
間
飛
行
場
の
辺
野
古
移

設
推
進
明
記
に
対
す
る
市
の
見

解
を
求
め
ま
す
。

こ
れ
ま
で
同
様
、日
米
両
政
府
の
見
解
が
示
さ
れ
た
も
の
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

祖
慶 
実
季  

総
務
部
参
事

A参
事
も
答
弁
し
て
い
た
よ
う
に
、日
米
両
政
府
の
見
解
が
示
さ

れ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

渡
具
知 

武
豊  

市
長

A繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、こ
れ
ま
で
同
様
、日
米
両
政
府
が
見

解
を
示
さ
れ
た
も
の
と
い
う
認
識
で
す
。

渡
具
知 

武
豊  

市
長

A次
回
の
こ
と
は
こ
れ
か
ら
検
討
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

渡
具
知 

武
豊  

市
長

A国と
県
と
の
訴
訟
の
推
移
に
よ
る
の
で
、そ
の
と
き
に
な
っ
て
み

な
い
と
分
か
り
ま
せ
ん
が
、私
の
ス
タ
ン
ス
は
今
も
変
わ
り
は

な
い
で
す
。

渡
具
知 

武
豊  

市
長

Q日
米
首
脳
共
同
声
明
に
つ
い
て
市
長
は
法
的
な
判
断
を
注
視
し

て
い
る
の
で
、そ
う
い
う
立
場
か
ら
具
体
的
な
こ
と
を
言
う
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
と
。
判
断
を
注
視
し
ま
す
と
言
っ
て
い
ま
す

が
、辺
野
古
移
設
を
明
記
し
た
こ
と
に
つ
い
て
何
も
言
わ
な
い

で
い
い
の
で
す
か
。

仲
村 

善
幸  

議
員

Q４
年
間
ず
っ
と
こ
う
言
い
続
け
て
い
ま
す
が
、辺
野
古
移
設
に
賛

成
で
も
反
対
で
も
な
い
、司
法
の
判
断
を
注
視
す
る
と
い
う
こ

と
で
、次
回
の
市
長
選
に
も
臨
み
ま
す
か
。

仲
村 

善
幸  

議
員

Qだか
ら
そ
れ
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

仲
村 

善
幸  

議
員

Q変わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
。

仲
村 

善
幸  

議
員

辺野古新基地建設について

◇ 

ス
ポ
ー
ツ
施
設
利
用
に
つ
い
て

◇ 

公
共
交
通
に
つ
い
て

☎090-1084-3734
仲村 善幸 議員
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Q

その他の
主な質問

A

　
　

   （
１
）防
衛
局
に
よ
る

美
謝
川
切
替
え
の
関
連
工

事
と
見
ら
れ
る
辺
野
古
ダ

ム
洪
水
吐
付
替
工
事
に
つ
い

て
防
衛
局
と
の
協
議
は「
不

要
」と
判
断
し
た
こ
と
の
説
明
を
求
め
ま
す
。（
２
）洪
水

吐
付
替
工
事
を
し
て
も
美
謝
川
の
河
口
は
現
在
の
ま
ま
残

る
と
お
考
え
で
す
か
。（
３
）洪
水
吐
付
替
え
に
よ
っ
て
ダ

ム
の
水
を
大
浦
湾
に
流
す
の
で
あ
れ
ば
美
謝
川
の
河
川
に

は
水
が
流
れ
な
い
の
で
、実
質
的
に
河
口
の
変
更
に
な
り

ま
す
。
市
の
認
識
を
伺
い
ま
す
。

（
１
）沖
縄
防
衛
局
が
洪
水
吐
の
付
替
工
事
を
計
画
し
て

い
る
場
所
は
、辺
野
古
ダ
ム
の
一
部
で
す
が
、市
所
有
に

属
す
る
土
地
及
び
そ
れ
に
附
属
す
る
工
作
物
等
で
は
な

い
た
め
、名
護
市
法
定
外
公
共
物
管
理
条
例
第
４
条
第
１

項
第
１
号
か
ら
第
４
号
ま
で
の
適
用
は
な
い
と
判
断
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、辺
野
古
ダ
ム
の
水
量
、水
質
が
維
持

さ
れ
る
場
合
は
、辺
野
古
ダ
ム
内
の
法
定
外
公
共
物
の
構

造
や
機
能
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。
ま
た
、辺
野
古

浄
水
場
東
側
の
法
定
外
公
共
物
は
、沖
縄
防
衛
局
が
行

う
工
事
に
か
か
わ
ら
ず
、現
在
の
構
造
や
機
能
は
変
わ
り

な
く
引
き
続
き
維
持
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、名
護
市
法
定

外
公
共
物
管
理
条
例
第
４
条
第
１
項
第
５
号
の
適
用
は

な
い
と
判
断
し
ま
し
た
。（
２
）洪
水
吐
付
替
工
事
に
係

る
照
会
は
、美
謝
川
の
河
口
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
お
ら

ず
、ど
の
よ
う
に
変
更
す
る
の
か
具
体
的
な
工
法
等
は
示

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。（
３
）洪
水
吐
の
付
替
え
に
よ
り
、美

謝
川
に
水
が
流
れ
な
く
な
る
と
い
っ
た
認
識
は
持
っ
て
い

ま
せ
ん
。 祖

慶 

実
季  

総
務
部
参
事

新基地建設問題について

◇ 

航
空
機
騒
音
に
よ
る
三
共
地
域
へ
の

　

 

傾
斜
配
分
に
つ
い
て

◇ 

三
原
区
ち
ば
る
事
業
に
つ
い
て

☎090-9595-1353
大城 敬人 議員

Q

その他の
主な質問

A

　
　

   

辺
野
古
新
基
地
建

設
に
伴
う
美
謝
川
付
替
工

事
に
つ
い
て
、名
護
市
は
名

護
市
法
定
外
公
共
物
管
理

条
例
に
基
づ
く
協
議
は
不

要
と
の
回
答
を
沖
縄
防
衛
局
へ
出
さ
れ
た
と
報
道
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
美
謝
川
付
替
問
題
で
の
議
会
で

の
答
弁
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、渡
具
知
武
豊
市
長
の
後

ろ
向
き
の
姿
勢
が
明
確
に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。

辺
野
古
ダ
ム
で
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
に
関
し
て
は
、「
洪

水
吐
の
付
替
え
が
可
能
か
ど
う
か
の
調
査
」で
あ
り
、協

議
の
必
要
は
な
い
と
い
っ
た
対
応
で
し
た
。
美
謝
川
付
替

え
に
つ
い
て
も
一
般
論
に
終
始
し
て
い
ま
し
た
。
辺
野
古

新
基
地
建
設
に
伴
う
美
謝
川
付
替
工
事
の
一
環
で
あ
る

こ
と
は
明
白
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、市
民
の
財
産
、

命（
水
）を
守
る
と
い
う
観
点
に
欠
け
て
い
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
今
回
の
工
事
に
つ
い
て
、辺
野
古
新
基

地
建
設
に
伴
う
関
連
工
事
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と

に
不
都
合
が
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

洪
水
吐
の
付
替
工
事
及
び
そ
れ
に
接
続
す
る
水
路
整
備

工
事
は
、県
知
事
の
承
認
を
得
た
普
天
間
飛
行
場
代
替

施
設
建
設
事
業
公
有
水
面
埋
立
承
認
願
書
に
お
い
て
計

画
さ
れ
て
い
る
工
事
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

祖
慶 

実
季  

総
務
部
参
事

辺野古新基地建設・美謝川付替工事について

◇ 

美
謝
川
付
替
え
に
係
る
市
有
地
の
確
認

 　
に
つ
い
て

◇ 

稲
嶺
市
長「
意
見
書
」が
指
摘
し
た
課
題

　

 

に
つ
い
て

☎53-3929
川野 純治 議員

その他の
主な質問

Q

A

　
　

   （
１
）県
内
に
お
い
て

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
し
て

い
る
機
関
は
何
か
所
あ
り

ま
す
か
。（
２
）そ
れ
ぞ
れ

の
検
査
費
用
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。（
３
）設
置
す
る
た
め
に
必
要
な
要
件
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

（
１
）民
間
検
査
セ
ン
タ
ー
と
し
て
６
か
所
公
表
さ
れ
て

い
ま
す
。（
２
）検
査
費
用
は
、株
式
会
社
沖
縄
臨
床
検
査

セ
ン
タ
ー
が
2
，0
0
0
円
、沖
縄
民
間
ピ
ー
シ
ー
ア
ー

ル
検
査
機
構
株
式
会
社
が
2
，5
0
0
円
か
ら
、沖
縄
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー（
ミ
タ
カ
ト
レ
ー
ド
）が
2
，0
0
0

円
か
ら
2
，2
0
0
円
、株
式
会
社
沖
縄
環
境
保
全
研
究

所
は
個
別
方
式
が
8
，5
0
0
円
か
ら
で
、プ
ー
ル
方
式

が
2
，7
0
0
円
か
ら
と
な
っ
て
お
り
、読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン

ツ
ス
ポ
ー
ツ
健
康
検
査
セ
ン
タ
ー
、株
式
会
社
Ａ
Ｖ
Ｓ
Ｓ

（
エ
イ
ビ
ス
）が
い
ず
れ
も
2
，0
0
0
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。（
３
）昨
年
度
開
設
さ
れ
た「
北
部
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン

タ
ー
」は
、昨
年
10
月
か
ら
は
、北
部
地
区
医
師
会
会
員
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
に
お
い
て
、保
険
診
療
に
よ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

が
開
始
さ
れ
、現
在
、市
内
14
医
療
機
関
で
実
施
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら「
北
部
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
」は
役
割

を
終
え
、３
月
末
で
終
了
し
て
い
ま
す
。
現
状
で
は
、希

望
す
る
方
が
安
価
で
受
け
ら
れ
る
民
間
検
査
セ
ン
タ
ー

が
県
内
に
あ
り
、検
体
の
郵
送
等
に
よ
る
方
法
も
可
能
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、そ
の
活
用
の
周
知
を
図
る
と
と

も
に
、医
療
機
関
等
か
ら
の
情
報
収
集
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

仲
本 

太  

市
民
部
長

北部地域へのＰＣＲ検査センターの設置について

◇ 

市
道
屋
部
８
号
線
の
改
修
計
画

　

 

に
つ
い
て

◇ 

屋
部
区
に
お
け
る
災
害
発
生
時
の

 　

避
難
路
の
整
備
に
つ
い
て

☎090-2714-0952
大浜 幸秀 議員
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事案番号    件　　　　　　　　　　　　名 議決月日 処理結果
議案第31号 名護市立認定こども園の設置及び管理に関する条例の制定について 6月30日 原案可決

議案第32号 名護市放課後児童健全育成施設の設置及び管理に関する条例の制定について 6月30日 原案可決

議案第33号 名護市国民健康保険税条例及び名護市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 6月30日 原案可決

議案第34号 名護市都市公園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 6月30日 原案可決

議案第35号 訴えの提起について（強制執行申立事件） 6月30日 原案可決

議案第36号 令和３年度名護市一般会計補正予算（第３号） 6月30日 原案可決

議案第37号 令和３年度名護市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 6月30日 原案可決

議案第38号 令和３年度名護市一般会計補正予算（第４号） 6月30日 原案可決

報告第７号 令和２年度名護市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について 6月30日 報 告 済

報告第８号 令和２年度名護市第三地区土地区画整理事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告について 6月30日 報 告 済

報告第９号 令和２年度名護市水道事業会計予算繰越計算書の報告について 6月30日 報 告 済

報告第10号 令和２年度名護市下水道事業会計予算繰越計算書の報告について 6月30日 報 告 済

報告第11号 令和２年度名護市土地開発公社の決算に関する書類の提出について 6月30日 報 告 済

報告第12号 令和３年度名護市土地開発公社の事業計画に関する書類の提出について 6月30日 報 告 済

報告第13号 令和２年度公益財団法人名護市観光協会の決算に関する書類の提出について 6月30日 報 告 済

報告第14号 令和３年度公益財団法人名護市観光協会の事業の計画に関する書類の提出について 6月30日 報 告 済

報告第15号 専決処分した事件の報告について（市長の専決事項の指定による処分） 6月30日 報 告 済

同意第１号 名護市固定資産評価審査委員会の委員の選任について 6月30日 同　意

同意第２号 教育委員会の委員の任命について 6月30日 同　意

意見書案第７号 国立病院の機能強化を求める意見書 6月30日 原案可決

意見書案第８号 国保運営に当たって、コロナ禍などの困窮から住民の生活を守るために地方自治の本旨に基づき、制度の改善を求
める意見書 6月30日 原案可決

決議案第３号 国保運営に当たって、コロナ禍などの困窮から県民の生活を守るために地方自治の本旨に基づき、制度の改善を求
める決議 6月30日 原案可決

意見書案第９号 日米地位協定の抜本的改定を求める意見書 6月30日 原案可決

決議案第４号 日米地位協定の抜本的改定を求める決議 6月30日 原案可決

意見書案第10号 キャンプ・シュワーブの廃弾処理に係る爆発音及びつり下げ訓練並びに米軍装甲車の集落内走行に関する意見書 6月30日 原案可決

決議案第５号 キャンプ・シュワーブの廃弾処理に係る爆発音及びつり下げ訓練並びに米軍装甲車の集落内走行に関する決議 6月30日 原案可決

意見書案第11号 米軍ＵＨ－１Ｙヘリコプターの津堅島不時着に抗議する意見書 6月30日 原案可決

決議案第６号 米軍ＵＨ－１Ｙヘリコプターの津堅島不時着に抗議する決議 6月30日 原案可決

意見書案第12号 重要施設周辺及び国境離島等における土地等の利用状況の調査及び利用の規制等に関する法律の即時廃止を求める
意見書 6月30日 原案可決

決議案第７号 重要施設周辺及び国境離島等における土地等の利用状況の調査及び利用の規制等に関する法律の即時廃止と臨時的
対応を求める決議 6月30日 原案可決

意見書案第13号 辺野古新基地建設のための美謝川付替工事の中止を求める意見書 6月30日 原案可決

決議案第８号 辺野古新基地建設のための美謝川付替工事の中止を求める決議 6月30日 原案可決

決議案第９号 「名護市空家等対策計画」に係る全庁的取組に関する決議 6月30日 原案可決

決議案第10号 議案第36号令和３年度名護市一般会計補正予算（第３号）「名護市シティプロモーション戦略事業」に関する附帯決議 6月30日 原案可決

請願第３号 現集落センターにかわる地域交流拠点施設建設について 6月30日 継続審査

請願第４号 「ジンガ森ふれあいの里」（仮称）広場整備について 6月30日 継続審査

陳情第２号 為又区公民館建設について 6月30日 継続審査

 陳情第４号 港区公民館建設について 6月30日 継続審査

陳情第８号 幸喜区公民館の建設について 6月30日 継続審査

陳情第44号 市道為又17号線沿いの農振除外について 6月30日 採　択

陳情第45号 国道58号沖合に離岸堤を設置することについて 6月30日 継続審査

陳情第56号 道路整備について② 6月30日 採　択

陳情第58号 真喜屋ダム農業用水の浄化について 6月30日 継続審査

陳情第60号 名護市城（地区）観光客レンタカー利用者向け駐車場整備について 6月30日 採　択

陳情第61号 屋我地ビーチ保安林全面解除について 6月30日 継続審査

第203回 名護市議会定例会議案処理結果
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事案番号    件　　　　　　　　　　　　名 議決月日 処理結果
陳情第62号 防犯カメラ設置に関することについて 6月30日 継続審査

陳情第64号 ＦＭやんばる聴取エリア拡大に向けた新電波塔設置について 6月30日 取 下 げ

陳情第70号 下水道整備について 6月30日 継続審査

陳情第71号 水路改修について 6月30日 採　択

陳情第77号 水源基金創設に関する要請決議について 6月30日 継続審査

陳情第78号 饒平名墓地団地土手の崩落防止対策について 6月30日 継続審査

陳情第81号 辺野古新基地に陸上自衛隊の離島防衛部隊「水陸機動団」を常駐させることについて 6月30日 継続審査

陳情第85号 済井出区内の老朽化した危険な建物の現地踏査及び解体撤去に係る助成金（補助金）の交付について 6月30日 審査不要

陳情第88号 三共地域の騒音被害に対する傾斜配分について 6月30日 継続審査

陳情第89号 源河公民館前広場進入道設置について 6月30日 取 下 げ

陳情第90号 名護市コミュニティバスに関することについて 6月30日 継続審査

陳情第91号 仲尾区役員選任規則第12条「代理人による投票」変更への適正なご指導を求めることについて 6月30日 審査不要

陳情第92号 キャンプ・シュワーブゲート前構築物等の撤去、違法駐車の取締りについて 6月30日 継続審査

陳情第93号 屋我地ビーチキャンプ場前小島を占拠する不審者についてのお願いについて 6月30日 継続審査

陳情第94号 日本政府に対して、「日米地位協定の抜本的改定を求める意見書」提出を求めることについて 6月30日 採　択

陳情第95号 ステップ乗車死亡について法律違反行為をやめさせることについて 6月30日 採　択

陳情第96号 国立病院の機能強化を求めることについて 6月30日 採　択

陳情第97号 国保運営に当たって、コロナ禍などの困窮から県民の生活を守るために地方自治の本旨に基づき、制度の改善を求
めることについて 6月30日 採　択

陳情第98号 真喜屋区中央用水路の修復工事について 6月30日 継続審査

 北部基幹病院建設推進に関連する問題等について 6月30日 継続審査

名護市が処分した土地（旧消防庁舎等跡地）の売買等の調査について 6月30日 継続審査

事案番号    件　　　　　　　　　　　　名 議決月日 処理結果

議案第 39号 名護市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 8月5日 原案可決

議案第 40号 名護市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 8月5日 原案可決

議案第 41号 指定管理者の指定について（名護市緑風放課後児童健全育成施設） 8月5日 原案可決

議案第 42号 令和３年度名護市一般会計補正予算（第５号） 8月5日 原案可決

事 案
番 号 件　　　名 議 決

月 日
処
理
結
果

出
席
者
数

表
決
者
数

賛
成
者
数

反
対
者
数

会之礎 にぬふぁぶし名護 市民ネット 公 明 無 会 派

島
袋　
力

長
山　
正
邦

大
浜　
幸
秀

仲
尾 

ち
あ
き

金
城　
隆

宮
城 

さ
ゆ
り  

宮
里　
尚

比
嘉　
拓
也

宮
城　
安
秀

比
嘉　
忍

岸
本　
直
也

比
嘉　
勝
彦

平　
光
男

岸
本　
洋
平

神
山　
正
樹

小
濱　
守
男

比
嘉　
祐
一

川
野　
純
治

石
嶺　
康
政

翁
長 

久
美
子

仲
村　
善
幸

金
城　
善
英

大
城　
秀
樹

吉
居　
俊
平

東
恩
納 

琢
磨

大
城　
敬
人

意見書案
第 12号

重要施設周辺及び国境離島等に
おける土地等の利用状況の調査
及び利用の規制等に関する法律
の即時廃止を求める意見書

6月30日 可 25 24 13 11 × × × × × × × × 欠× × ○○○○○○○○○○×
議　
長
○○○

決議案
第 7号

重要施設周辺及び国境離島等に
おける土地等の利用状況の調査
及び利用の規制等に関する法律
の即時廃止と臨時的対応を求め
る決議

6月30日 可 25 24 13 11 × × × × × × × × 欠× × ○○○○○○○○○○×
議　
長
○○○

意見書案
第 13号

辺野古新基地建設のための美謝川
付替工事の中止を求める意見書 6月30日 可 25 24 13 11 × × × × × × × × 欠× × ○○○○○○○○○○×

議  

長
○○○

決議案
第 8号

辺野古新基地建設のための美謝
川付替工事の中止を求める決議 6月30日 可 25 24 13 11 × × × × × × × × 欠× × ○○○○○○○○○○×

議  

長
○○○

可…可決、否…否決、○…賛成、×…反対、欠…欠席、退…退席、－…不明　※議長は採決に加わりません。（可否同数の場合を除く）

第 298 回 名護市議会臨時会議案処理結果

第203回 名護市議会定例会議案処理結果

第203回 定例会議案処理結果（全会一致を除く賛否一覧）

11



●発行／名護市議会
印刷／株式会社沖産業名護支店　〒905-0017　沖縄県名護市大中2-1-1　TEL0980-53-7221●

広報広聴委員会広報部会
議会報編集委員

長山 正邦／大浜 幸秀／吉居 俊平令和3年
9月1日発行

No.132

名護市議会映像配信について

名護市議会　映像配信

定例会及び臨時会の本会議の様子をインターネットにて生中継及び録画（令和元年6月定
例会から）で配信しております。視聴方法は名護市議会ホームページに掲載しております。
議場まで足をお運びいただけない方はこちらから視聴いただけます。

○比嘉 勝彦  議員　　○翁長 久美子  議員　　○比嘉 拓也  議員　　○宮城 安秀  議員

４人の議員が全国市議会議長会表彰（議員10年一般表彰）を受賞し、賞状が授与されました。おめでとうございます。
受賞議員（議席番号順）

昭和45年(第１回臨時会)から昭和51年(第40回臨時会)までの会議録の公開について

市民意見交換会に代わるアンケート調査の実施について

　今から51年前に名護市は誕生しました。昭和45年の誕生当初から昭和51年までの会議録（定例会
及び臨時会）が整理され、会議録検索システムを用いて閲覧することができるようになりましたので
ぜひご覧ください。

表　彰　関　連

◆問合せ先 ： 議会事務局　５３－１２１２（内線３０５）

実施期間 ： ９月１日（水）～30日（木）午後５時まで
◆回答方法：
①アンケート用紙で回答する場合
　市役所１階総合案内、各支所及び各公民館に設置しているアンケート用紙に記入し、市役所１階総合
　案内または各支所に設置している回答ボックスへ投函、または議会事務局宛に郵送する。
　※公民館で回答する場合は、区長へ直接アンケート用紙をお渡しください。
②メールで回答する場合
　名護市議会ホームページからアンケート様式をダウンロードして入力し、名護市議会事務局宛てにメー
　ルする。

名護市議会ホームページ ： http://www.city.nago.okinawa.jp/soshiki/gikai-nav/2018070300041/
名護市議会事務局メールアドレス ： gikai@city.nago.lg.jp

会議録検索

　名護市議会は、毎年、市政に関する課題について市民との意見交換会を開催していますが、今年度も新
型コロナウイルス感染症の拡大状況を踏まえ、開催を見送ることとなりました。
　そこで、市民意見交換会の開催に代えて、幅広く市民、各種団体の皆さまからのご意見をいただくため
にアンケート調査を実施します。
　テーマ『コロナ禍に関する市政へのご意見』について、ぜひ皆さまの声をお聞かせください。なお、本ア
ンケートに寄せられたご意見につきましては、個人情報に配慮の上、名護市議会ホームページにおいて
回答等と併せて公表させていただきます。


